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【序論】 

近年、サステイナブルな材料として鉱物資源

が注目され熱電変換特性も研究されている。

[1] 我々はかつて秋田県でも採掘されていた

黄鉄鉱の環境発電材料としての可能性を検討

している。これまで SPS 法で作製した二硫化

鉄焼結体および秋田県釈迦内鉱山産黄鉄鉱に

ついてゼーベック係数 Sを評価した結果、不純

物を含まない二硫化鉄試料は焼結温度に依ら

ずｐ型であったのに対し天然黄鉄鉱はｎ型で

あった。[2]伝導型が異なる原因として硫黄の

ノンストイキオメトリおよび天然鉱石含有不

純物が考えられる。天然鉱石が含有する不純物

が熱電変換効率を高めるとの報告もある。[3]

今回はいくつかの天然黄鉄鉱の熱電特性と含

有不純物の相関を調べた。 

【実験方法】 

スペインナバフン鉱山および秋田県尾去沢

鉱山産出の鉱石を購入し、電気伝導率σとゼー

ベック係数 Sをオザワ科学 RZ2001i用い Arガ

ス中室温～570 Kで評価した。含有不純物濃度

は EPMA（日本電子、JXA-8200）で評価した。

【結果】 

導電率は試料によって金属的・半導体的振る

舞いが見られた一方、ゼーベック係数はいずれ

の試料も負の値をとり、－380μV/K という高

い値も見られた。含有不純物としてはAl，Mn，

Znについて試料間の濃度差が見られた。 

図．天然黄鉄鉱のσ（上）と S（下）． 
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